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1.　はじめに

　コンクリ－ト構造物の設計や施工が性能保証型へ移行した場合，コンクリ－トの充てん性の評価が大きな課題と

なると考えられる．また，経済性の面からコンクリートの高強度化による壁厚の低減や耐震設計の面からレベル2地

震動を考慮する場合，主鉄筋やせん断補強筋が密に配筋される．このような過密配筋の場合，コンクリートの充て

ん性を確保するために流動性の高いコンクリートの使用が求められるが，過密配筋下でのコンクリ－トの充てん性

の検討1），2）はまだ少ないのが現状である．そこで，本報告

では，比較的流動性の高い，または高流動コンクリ－トの

充てん性に及ぼす鉄筋間隔とコンクリートのコンシステン

シーの影響について検討したのでその結果を報告する．

2.　コンクリ－トの配合および充てん試験方法

　コンクリ－トは，SLが23cmとSFが60cmの2種類のコン

クリ－トで，その配合を表－1に示す．使用したセメン

トは普通ポルトランドセメントで，細骨材には鳥形山産

砕砂と君津産山砂，粗骨材には青梅産硬質砂岩砕石，混

和剤にはポリカルボン酸系の高性能AE減水剤を用いた．

　充てん試験装置は，縦×横×高さが 2,000 × 400 ×

1,000mmの容器で，平面を図－1に示す．鉄筋はD38，間

隔＠125mmおよび＠200mmで配筋し，鉄筋段数は1段お

よび2段とした．試験は，左側の充てん槽の天端までコ

ンクリ－トを充てんし，開口のないゲ－ト（2枚組）を引

上げてコンクリ－トを開口部（背面側の下部に 150 ×

250mmの開口）から右側の流動槽へ流動させて行い，流

動後のコンクリ－ト天端高さなどから充てん性を評価す

る．ここでは充てん状況を図－2から求められる鉄筋間

通過量比（任意の鉄筋断面を通過したコンクリ－トの平

均高さhと流動槽中のコンクリ－トの平均高さhavの比h/

hav）で評価することを試みる．なお，鉄筋間通過量

比は，流動直角方向の充てん性を示す一つの指標と

考えられる．

3.　試験結果および考察

　フレッシュコンクリ－トの試験結果を表－1に示

す．なお，降伏値は文献3）を用いて算定し，塑性粘

度は2ポイント法で測定した．コンシステンシ－が

図－1　充てん試験槽（平面）
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表－1　コンクリ－トの配合

SL，SF
（cm）

W/C
（％）

空気量
（％）

s/a
（％）

単位量（kg/m3）

W C S G 混和剤

23 42.5 4.5 52.5 175 417 890 823 5.96

60 40.8 4.5 52.8 170 417 904 823 6.26

図－2　鉄筋間通過量比の算定モデル
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表－2　試験結果一覧

試験ケース
鉄筋
段数

鉄筋間隔
(mm)

SL
(cm)

SF
(cm)

FT50
 (s)

Vロート
(s)

空気量
(%)

降伏値
(Pa)

塑性粘度
(Pa・s)

SL23-2-200 2 200 24.5 48.0 - 7.8 4.4 152.8 60.2

SL23-1-200 1 200 24.0 46.5 - 9.6 4.8 179.1 56.6

SL23-2-125 2 125 24.0 47.0 - 8.7 4.9 169.8 56.5

SL23-1-125 1 125 24.0 44.5 - 7.1 4.1 223.2 56.3

SF60-2-200 2 200 - 60.5 7.3 15.5 4.1 48.2 103.6

SF60-2-125 2 125 - 59.5 7.7 12.1 6.5 52.4 85.7
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SL23cmおよびSF60cmで，2

段＠125mm配筋の場合の充

てん状況を図－3および図－

4 に示す．高さ測定位置 0，

125，200，400は，前面から

の距離である．SL23cm と

SF60cmの充てん状況を比較

すると装置背面側のコンクリ

－トの天端勾配（位置200お

よび400）には大きな差はな

いが，装置前面側の位置0お

よび125ではSL23cmの方が

勾配が大きいことがわかる．

このように鉄筋間隔が＠

125mmと小さい場合には，と

くにコンシステンシ－が小さ

くなること，たとえば降伏値

でいえば約 50Pa のものが約

150Paになることにより充て

ん状況に大きな差が生じる．

つぎに，コンクリ－トの降伏

値と2段配筋の鉄筋間通過量比の関係を図－5に示す．鉄筋間隔が200mmから125mmになることによって鉄筋間

通過量比は，約0.1小さくなっており，鉄筋位置が内側と外側では外側の方が約0.1小さくなっている．また，内側

に比較して外側の方がh/havの勾配が大きいことから降伏値の影響が大きいことがわかる．このように任意の鉄筋間

隔に対する流動直角方向の充てん状況を降伏値でよく表現できることがわかる．

　著者らが提案している主筋開口数Nm
2）
（単位面積当たりの鉄筋の開きの数で，数字が大きいほど通過時の抵抗が

大きい）と鉄筋間通過量比の関係を図－6に示す．SF60cmでは，主筋開口数が250程度でも充てん性が高いが，

SL23cmのコンクリ－トでは鉄筋間通過量比が小さくなり充てん性が低くなっていることがわかる．また，.SL23-1-

125の場合にはSL23-2シリ－ズに比較して鉄筋間通過量比が小さくなっている．このようになった原因は，SL23-1-

125の降伏値が約220Paで，他のSL23cmのものに比較して約50Pa大きいことからも推測できる．このようにh/hav-

Nmの関係は，コンシステンシ－のばらつきの影響を幾分受けるが，これらを考慮すれば流動直角方向の充てん状況

を鉄筋間隔との関係で簡易に表現できると考えられる．なお，塑性粘度と鉄筋間通過量比の関係についても検討し

たが降伏値との関係のような有意な傾向は認められなかった．

4.　まとめ

　本研究で充てん性に及ぼす鉄筋間隔およびコンシステンシ－の影響について検討した結果，次のことが明らかに

なった．

（1）任意の鉄筋間隔に対する流動直角方向の充てん状況を降伏値でよく表現できる．

（2）h/hav-Nmの関係は，流動直角方向の充てん状況を鉄筋間隔との関係で簡易に表現できる．
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図 -3　流動距離と充てん高さの関係
（SL=23cm）

図－5　降伏値と鉄筋間通過量比の関係
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図 -6　主筋開口数と鉄筋間通過量比の関係

図 -4　流動距離と充てん高さの関係
（SF=60cm）
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